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地域と産業の安寧を願っ地域と産業の安寧を願っててYY
あんねいあんねい

地域と産業の安寧を願ってY
あんねい





【申し込み・問い合わせ先】子育て支援センター  10137－62－2573

子育て支援センターからお知らせ

なかよし広場inおとしべ

楽しい遊びがいっぱいY

【内容】

　手作りおもちゃの製作をしたり、保護者同士

のおしゃべりを楽しみませんか？おもちゃもた

くさん用意して、お待ちしています。

【対象】入園前のお子さんと保護者の皆さん

　　　　子どもの遊びに関心のある方

【日時】11月1日（木）

　　　　午前10時～11時30分

【場所】落部町民センター

【申込期限】10月29日（月）

　不登校の子どもに向けた支援についてお話を

します。支援者や学校の先生、地域住民の方と

理解を深め合い、連携し支援の輪をつなげま

しょう。ぜひお集まりください。

【講演テーマ】不登校の子どもに向けたこれか

らの支援～フリースクールの活動を通じて～

【講師】函館圏フリースクールすまいる

　　　　代表理事　庄司　証 氏

【日時】11月27日（火）午後4時～5時30分

【場所】八雲町公民館第1集会室

【申込期限】11月20日（火）

子ども・若者
支援講演会のご案内
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ら
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4,
1
1
5
円
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使
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れ
ま
し
た
（
一
般
会
計
）

84

町民１人当たりが負担した税金

119,795円
町民１人当たりに使われたお金

844,115円

●町民1人当たりの収入と支出（平成30年３月３１日現在：八雲町人口16，774人で算出）

町民税

町たばこ税 入湯税他

固定資産税 軽自動車税 民生費 衛生費 農林水産業費 商工費 土木費

教育費 公債費 職員費 その他

60,834円

10,445円 275円

46,059円 2,183円 121,629円 121,048円 36,644円 17,598円 88,047円

39,186円 78,287円 111,249円

災害復旧費

436円 229,991円
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2億395

2億52
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農 業 集 落 排 水

事 業 特 別 会 計
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◎実質赤字比率～一般会計の財政状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の一般会計は黒字となっています。

◎連結実質赤字比率～全会計の財政状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の全会計の合計は黒字となっています。

◎実質公債費比率～借金の償還額から、資金繰りの程度を表す数値です。

◎将来負担比率～一般会計が将来支払いが必要となる借金などから、財政を圧迫する可能性の度合いを表す数値です。

◎資金不足比率～経営状況の悪化の度合いを表す数値です。八雲町の病院会計および水道会計は資金不足が発生していません。

※八雲町は、全ての比率で国が示す「健全化基準」を下回っていますので、財政状況には問題はありません。しかし、将来の投資状況によっては

　これらの数値が上昇しますので、今後とも健全化に向けた努力が必要です。

はどうなっているの？
平成29年度の健全化判断比率が公表されました

公営企業の資金不足比率

財 政 状 況

八 雲 町 の 比 率

早 期 健 全 化 基 準

財 政 再 生 基 準

資 金 不 足 比 率

病 院 会 計

－

水 道 会 計

－

経 営 健 全 化 基 準

２０．０％

実 質 赤 字 比 率

－

１３．７７％

２０．００％

連結実質赤字比率

－

１８．７７％

３０．００％

実 質 公 債 費 比 率

　９．１％

２５．０％

３５．０％

将 来 負 担 比 率

　１１．１％

３５０．０％

※歳入全体の自主財源の占める割合は、41.3％と低く、依存財源である地方交付税が38.3％を占めています。地方交付税に依存した財政構造と
なっています。

※その他の消費的経費は、建物の維持管理費や補助金、給付金などです。
※投資的経費は、道路の改良、建物の改修や災害復旧などの公共事業です。　※公債費は、町債（借金）返済の経費です。

一般会計の自主財源と依存財源

一般会計性質別歳出の状況

町税

　うち町 民税

　うち固 定資産 税

　うち町 たばこ 税

分担金お よび負 担 金

使用料お よび手 数 料

寄附金

その他の 自主財 源

地方交付 税

国庫支出 金

道支出金

町債

その他の 依存財 源

２０億　　９ ４ ５

１０億２， ０ ４ ２

７億７，２ ５ ９

１億７，５ ２ ０

７，３６８

２億４，３ １ ６

１４億２， ９ ６ ７

２２億７， ０ ３ ２

６０億２， ６ ２ ８

５６億１， ７ ５ ４

７億９，８ ７ ３

７億６，６ ６ ９

８億５，８ ４ ２

５億９，９ ８ ４

８６億４， １ ２ ２

１４６億６ ， ７ ５ ０

１３．７

７．０

５．３

１．２

０．５

１．７

９．８

１５．６

４１．３

３８．３

５．４

５．２

５．９

３．９

５８．７

１００．０

△３．３

△７．５

２ ．１

△２．５

△１６．２

△６．３

２４．５

３０．９

１３．５

△３．５

△３４．２

２７．６

△３４．２

４ ．７

△９．２

△１．０

自主財源計

依存財源計

決算額（万円） 歳入に占める割合（％） 対前年度増減率（％）

消費的経費

人件費

その他の消 費的経費

投資的経費

その他

公債費

その他

７６億７，９ ５ ４

１９億５，０ ５ ４

５７億２，９ ０ ０

１５億２，２ ５ ２

４９億５，７ １ ３

１３億１，３ １ ８

３６億４，３ ９ ６

１４１億５ ， ９ １ ９

５４．２

１３．８

４０．４

１０．８

３５．０

９．３

２５．７

１００ . ０

１ ． ０

△ １ ． ５

１ ． ９

△ ３ ０． ２

１４．２

２ ．０

１９．３

０ ．２歳　出　合　計

区　　　　分

歳　入　合　計

区　　　　分 決算額（万円） 歳出に占める割合（％） 対前年度増減率（％）

自　

主　

財　

源

依　

存　

財　

源
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町職員の給与・職員数などを お知らせします
　町民の皆さんに一層のご理解をいただくため、町

長など特別職と町職員の給与や職員数のあらましを

お知らせします。

　町職員の給与は、民間給与の実態調査結果に基

づく国家公務員の人事院勧告を参考に町議会の審

議を経て条例で定められています。

　町職員の定数は、条例で649人が上限と定められ

ていて、平成30年4月1日現在の実人数は543人とな

っています。

　今後も行政ニーズに対応した適正な定員管理に

努めてまいります。

　国家公務員の給与水準を１００とした場合の地方

公務員の給与水準を表す指数。

　平成29年４月１日現在の八雲町のラスパイレス指

数は97.8となっています。

■一般行政職の初任給の状況 （平成30年4月1日現在）

区　　　分

大　学　卒

高　校　卒

八　　　　雲　　　　町

初　任　給

1 7 9 , 2 0 0 円

1 4 7 , 1 0 0 円

採用2年経過日給料額

1 9 1 , 1 0 0 円

1 5 5 , 5 0 0 円

国

初　任　給

1 7 9 , 2 0 0 円

1 4 7 , 1 0 0 円

採用2年経過日給料額

1 9 1 , 1 0 0 円

1 5 5 , 5 0 0 円

■特別職の報酬等の状況 （平成30年4月1日現在）

町　長
副町長

給　　料

報　　酬

期末手当

8 1 0 , 0 0 0 円
6 7 0 , 0 0 0 円

議　長
副議長
議　員

2 9 5 , 0 0 0 円
2 3 0 , 0 0 0 円
1 9 5 , 0 0 0 円

2 . 1 2 5 月 分
2 . 2 7 5 月 分
4 . 4 0 0 月 分

６月期
12月期

計

2 . 1 2 5 月 分
2 . 2 7 5 月 分
4 . 4 0 0 月 分

６月期
12月期

計

議　長
副議長
議　員

町長・副町長

区　　　　分 給　　料　　月　　額　　等

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の
　　　年数をいうものです。

■一般行政職の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 （平成30年4月1日現在）

区　　　分

大　学　卒

高　校　卒

経験年数10年以上15年未満

2 5 6 , 0 4 3 円

2 2 7 , 1 0 0 円

経験年数15年以上20年未満

3 1 1 , 0 1 7 円

2 6 6 , 6 6 7 円

経験年数20年以上25年未満

3 6 6 , 8 5 6 円

3 2 3 , 3 8 3 円

■部門別職員数の状況 （平成30年4月1日現在）

■一般行政職の級別職員数の状況 （平成30年4月1日現在）

（注）１．給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

区　　　分

標 準 的 な
職 務 内 容

職　員　数

構　成　比

１級

41人

21.0％

主　　事
技　　師
主 事 補
技 師 補

２級

37人

19.0％

主　　事
技　　師

３級

37人

19.0％

係　　長
主　　査
主　　任

４級

46人

23.6％

課長補佐
係　　長
主　　査

５級

22人

11.3％

課　　長
課長補佐

６級

12人

6.2％

課　　長

計

195人

100％

■人件費の状況（一般会計決算）

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

29年度
人

16,774

千円

14,159,192

区  分
住民基本台帳人口

（Ｈ30・3・31現在）

歳出額

　　  　Ａ

千円

503,028

実質収支

千円

1,950,541

人件費

　　  　Ｂ

％

13.8

人件費率

（Ｂ／Ａ）

％

14.0

（参考）

28年度の人件費率

■一般行政職の平均給料月額・平均年齢および平均経験年数の状況 （平成30年4月1日現在）

区　　　分

八　雲　町

平均給料月額

2 9 3 , 9 5 8 円

平　均　年　齢

3 9 歳 0 6 月

平均経験年数

1 8 年 0 1 月

■職員給与費の状況（一般会計予算）

（注）１．職員手当には退職手当を含みません。
（注）２．給与費は当初予算に計上された額です。

区　　　分
給　　料

給　　　　与　　　　費

30年度
千円

8 7 3 , 6 5 1

右以外の手当

千円

2 2 6 , 0 2 4

期末・勤勉手当

千円

3 4 2 , 4 8 4

計

千円

1 , 4 4 2 , 1 5 9

給　与

職　員　数

ラスパイレス指数

2

52

12

2

17

7

18

27

15

152

27

53

80

272

8

4

20

304

536

■職員手当の状況 （平成30年4月1日現在）

６月期
１２月期
　計

（期末手当）
1.225月分
1.375月分
2.600月分

（勤勉手当）
0.900月分
0.900月分
1.800月分

※職制上の段階、職務の級等による加算措置有り

期末手当

勤勉手当

勤続20年
勤続25年
勤続35年
最高限度額

（自己都合）
19.669月分
28.039月分
39.757月分
47.709月分

（勧奨・定年）
24.58687月分
33.27075月分
47.70900月分
47.70900月分

退職手当

扶養手当

住居手当

通勤手当

区　分 内　　　　容

その他の扶養親族
〈1人〉 6,500円

扶養親族である子、父母等
〈１人目〉 10,000円
※15歳に達する日以後最初の4月1日から
　22歳に達する日以後最初の3月31日まで
　にある子…１人につき5,000円加算

借　　家　　等

持　　　　　家

交通機関等の利用者

自家用自動車の使用者

（限度額）27,000円

5,000円

（限度額）50,000円

１５円（片道30km以上20円）×
通勤距離×２回×２１日

（最低２，０００円、最高42,000円）

議 会

総 務

税 務

労 働

農 水

商 工

土 木

民 生

衛 生

一 般 行 政 計

教 育

消 防

特 別 行 政 計

病 院

水 道

下 水 道

そ の 他

公営企業等計

総 合 計

平成29年

職 員 数（人）区分
部門

2

50

13

2

18

6

17

31

14

153

28

53

81

276

8

4

21

309

543

平成30年

△2

1

　

1

△1

△1

4

△1

1

1

1

4

1

5

7

対前年
増減数
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マイナちゃんマイナちゃん

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て

は
平
成
30

年
度
か
ら
都
道
府
県
単

位
化
を
迎
え
、
北
海
道
が
財
政
運

営
の
責
任
主
体
を
担
う
こ
と
と
さ

れ
、
市
町
村
と
と
も
に
、
安
定
的

か
つ
効
率
的
な
事
業
運
営
を
行
う

こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
八
雲
町

国
保
の
財
政
状
況
は
、
平
成
28

年

度
、
29

年
度
に
は
赤
字
分
を
翌
年

度
の
歳
入
か
ら
繰
り
上
げ
て
充
用

し
、
決
算
す
る
な
ど
基
金
の
保
有

も
な
い
な
か
依
然
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　

八
雲
町
国
保
の
運
営
を
厳
し
い

も
の
に
す
る
要
因
の
一
つ
と
し

て
、
年
々
増
加
す
る
医
療
費
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
医
療
費
増
加
の
要

因
に
は
、
高
齢
化
や
医
療
の
高
度

化
、
重
症
化
に
よ
る
長
期
の
入
院

な
ど
が
考
え
ら
れ
、
今
後
も
増
加

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
費
が
節
約
さ
れ
る
と
、
窓

口
で
の
自
己
負
担
額
が
軽
減
さ
れ

る
と
と
も
に
、
保
険
給
付
費
も
減

少
す
る
こ
と
か
ら
、
皆
さ
ん
か
ら

納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
も
少
な

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
、
国
保
制
度
の
安
定
的
な
運

営
に
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
医
療

費
の
節
約
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

【
医
療
費
節
約
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
医
療
機
関
の
か
け
も
ち
（
重
複

　

受
診
）
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

同
様
な
症
状
や
病
気
で
複
数
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
、
医
療

費
が
増
え
る
だ
け
で
な
く
、
体
に

悪
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

②
休
日
や
夜
間
の
診
療
は
控
え
ま

　

し
ょ
う

　

休
日
や
夜
間
の
受
診
は
割
増
料

金
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
症
状

が
軽
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
受
診
す

る
と
、
緊
急
性
の
高
い
患
者
の
治

療
に
支
障
を
き
た
す
場
合
が
あ
り

ま
す
。

③
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
（
後
発
）
医
薬
品

　

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

新
薬
（
先
発
医
薬
品
）
の
特
許
期

間
が
過
ぎ
た
後
に
発
売
さ
れ
る
、

新
薬
と
同
じ
効
能
の
あ
る
処
方
薬

で
低
価
格
の
た
め
、
医
療
機
関
で

の
窓
口
負
担
も
少
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

④
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま

　

し
ょ
う

　

特
定
健
診
や
人
間
ド
ッ
ク
な
ど

を
定
期
的
に
受
け
、
自
身
の
健
康

状
態
を
把
握
す
る
こ
と
で
、
疾
病

な
ど
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

努
め
、
重
症
化
予
防
に
つ
な
げ
ま

し
ょ
う
。

⑤
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う

　

食
生
活
、
運
動
、
休
養
な
ど
日

頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
、
病

気
に
か
か
り
に
く
い
体
を
目
指
し

ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
国
民
健
康
保
険
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

■
八
雲
町
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
願
い

医
療
費
の
節
約
に

　 　
ご
協
力
く
だ
さ
い

平成29年度  八雲町国民健康保険特別会計決算

歳入

国保税

使用料および手数料

国庫支出金

療養給付費等交付金

前期高齢者交付金

道支出金

共同事業交付金

財産収入

一般会計繰入金

基金繰入金

繰越金

諸収入

642,694

279

685,122

28,333

552,226

175,089

840,568

0

237,106

0

0

3,472

3,164,889

29年度赤字額　47,278千円 29年度末基金保有額　0円

歳出 （単位：千円）

合　　　　計

総務費

保険給付費

後期高齢者支援金

前期高齢者納付金

老人保健拠出金

介護納付金

共同事業拠出金

保健事業費

基金積立金

諸支出金

繰出金

前年度繰上充用金

83,138

1,918,948

272,924

1,023

8

117,041

743,654

9,396

0

10,259

1,264

54,512

3,212,167

（単位：千円）

合　　　　計

八雲町国保医療費の推移
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【
個
人
の
場
合
】

　

個
人
が
、
災
害
に
よ
り
被
害
を

受
け
ら
れ
た
方
を
支
援
す
る
た
め

に
支
払
っ
た
次
の
①
〜
③
の
義
援

金
（
寄
附
金
）
は
、
寄
附
金
控
除

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
義
援
金
は
、
個
人

住
民
税
の
寄
附
金
税
額
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
義
援

　

金
（
国
が
募
集
す
る
義
援
金
を

　

含
み
ま
す
。
）

②
被
災
地
の
地
方
公
共
団
体
に
設

　

置
さ
れ
た
災
害
対
策
本
部
に
対

　

す
る
義
援
金

③
募
金
団
体
を
通
じ
て
、
被
災
地

　

の
地
方
公
共
団
体
に
支
払
わ
れ

　

る
こ
と
が
明
ら
か
な
義
援
金

（
詳
し
く
は
、
募
金
団
体
に
ご
確

　

認
く
だ
さ
い
。
）

※
右
記
①
〜
③
以
外
の
義
援
金

（
寄
附
金
）
で
あ
っ
て
も
、
募
金

団
体
が
財
務
大
臣
か
ら
指
定
を

受
け
て
い
る
場
合
な
ど
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
れ
ば
、

寄
附
金
控
除
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
（
詳
し
く
は
、

募
金
団
体
に
ご
確
認
く
だ
さ

い
）
。

【
法
人
の
場
合
】

 
 

会
社
な
ど
の
法
人
が
、
災
害
に

よ
り
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
を
支

援
す
る
た
め
に
支
払
っ
た
義
援
金

の
税
務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

は
、
義
援
金
（
寄
附
金
）
の
区
分

に
よ
っ
て
、
左
表
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

○
損
金
算
入
す
る
た
め
の
手
続
き

　

地
方
公
共
団
体
に
対
す
る
寄
附

金
等
お
よ
び
特
定
公
益
増
進
法
人

等
に
対
す
る
寄
附
金
を
損
金
に
算

入
す
る
に
は
、
法
人
税
の
確
定
申

告
書
に
そ
の
金
額
を
記
載
し
、
寄

附
金
の
明
細
書
を
添
付
す
る
と
と

も
に
、
所
定
の
書
類
を
保
存
し
て

い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
税
務
署

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
1
4
8

義
援
金
を
支
払
っ
た
場
合
の

 
 
 
 
 
 
 
 

税
務
上
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

被
災
し
た
地
方
公
共
団
体

に
対
す
る
寄
附
金

1

財
務
大
臣
が
指
定
し
た

寄
附
金

2

特
定
公
益
増
進
法
人
に
対

す
る
寄
附
金

3

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
対

す
る
寄
附
金

4

そ
の
法
人
の
資
本
金
や
所
得
に
応
じ

た
一
定
の
限
度
額
ま
で
損
金
算
入

一
般
の
寄
附
金
と
は
別
枠
で
、
寄
附

金
の
合
計
額
と
一
定
の
特
別
損
金
算

入
限
度
額
の
い
ず
れ
か
少
な
い
金
額

ま
で
損
金
算
入

支
払
っ
た
額
の
全
額
が
損
金
算
入

一
般
の
寄
附
金
（
右
記
以
外
）

5

資
源
ご
み
集
団
回
収
活
動

助
成
制
度

　

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
推

進
し
、
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た

め
、
町
内
会
や
子
ど
も
会
な
ど
の

住
民
団
体
ま
た
は
法
人
格
を
持
つ

非
営
利
団
体
が
自
発
的
に
実
施
し

て
い
る
資
源
ご
み
集
団
回
収
活
動

に
対
す
る
助
成
制
度
で
す
。

（
第
2
回
目
の
受
付
は
平
成
31

年

　

4
月
の
予
定
で
す
。
）

【
申
請
期
限
】
10

月
31

日
（
水
）

【
助
成
対
象
】

　

営
利
を
目
的
と
し
な
い
住
民
団

体
等
（
個
人
は
除
く
）
が
、
八
雲
町

内
に
お
い
て
、
今
年
4
月
か
ら
9

月
ま
で
の
間
に
集
団
回
収
し
た
資

源
ご
み
（
空
き
瓶
、
空
き
缶
、
古

紙
、
紙
パ
ッ
ク
な
ど
）
で
、
古
物

商
等
へ
売
却
し
た
も
の
。

【
助
成
金
額
】

　

売
却
し
た
資
源
ご
み
の
重
量　

1
㎏
当
り
3
円

【
手
続
き
】

　

各
団
体
よ
り
町
へ
申
請
書
（
売

却
し
た
際
の
伝
票
の
写
し
添
付
）
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
格
を
持
つ
非
営
利

団
体
に
つ
い
て
は
、「
資
源
ご
み
回

収
活
動
計
画
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
す
で
に
計
画
書
を
提
出
し
て
い

　

た
だ
い
て
い
る
非
営
利
団
体
に

　

つ
い
て
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

・
環
境
水
道
課
環
境
衛
生
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
0
2
0

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

ふるさと納税の状況
8月末現在累計（平成30年4月～8月）

寄附件数 30,516件

寄附金額 322,909,000円
第１回目の

申請受付中
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依
頼
券
、
ま
た
は
生
活
保
護
受

給
証
明
書
（
八
雲
町
役
場
住
民

生
活
課
、
熊
石
総
合
支
所
住
民

サ
ー
ビ
ス
課
で
発
行
）

※
満
60

歳
以
上
満
65

歳
未
満
の
方

【
助
成
対
象
者
】

　

八
雲
町
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

平
成
30

年
10

月
1
日
〜
平
成
31

年

2
月
28

日
の
間
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
方
の
う
ち
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①
接
種
日
当
日
に
満
65

歳
以
上
の

　

方
②
接
種
日
当
日
に
満
60

歳
以
上
満

65

歳
未
満
で
あ
っ
て
、
身
体
障

害
者
手
帳
1
級
（
心
臓
、
じ
ん

蔵
、
呼
吸
器
も
し
く
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

の
機
能
障
が
い
に
限
る
）
の
交

付
を
受
け
た
方

▼
助
成
後
の
自
己
負
担
額

　

自
己
負
担
額　

1
，
8
0
0
円

（
八
雲
町
内
の
医
療
機
関
の
み
、

　

申
請
の
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

　

せ
ん
）

※
生
活
保
護
世
帯
（
助
成
対
象
者

　

に
限
る
）
の
方
の
、
町
内
医
療

　

機
関
で
の
接
種
は
無
料
で
す
。

▼
八
雲
町
内
で
医
療
機
関
に
提
示

　

す
る
も
の

・
住
所
を
確
認
で
き
る
も
の

（
健
康
保
険
証
、
運
転
免
許
証
、

　

住
民
票
な
ど
い
ず
れ
か
一
つ
）

※
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
診
療

の
内
、
上
記
助
成
対
象
者
の
方

は
身
体
障
害
者
手
帳

▼
八
雲
町
外
の
医
療
機
関
等
で
接

　

種
さ
れ
る
方

　

一
旦
、
医
療
機
関
の
窓
口
で
接

種
料
金
の
全
額
を
支
払
っ
た
後
、

申
請
す
る
こ
と
で
自
己
負
担
額
を

除
い
た
額
（
上
限
2
，
3
0
0
円
）

を
、
助
成
し
ま
す
。

【
生
活
保
護
世
帯
（
助
成
対
象
者

　

に
限
る
）
の
方
】

　

接
種
に
か
か
っ
た
費
用
（
上
限

4
，
1
0
0
円
）
を
、
助
成
し
ま
す
。

【
申
請
場
所
】

　

シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
、
落
部
支
所
、

　

熊
石
総
合
支
所
、
相
沼
泊
川
出

張
所

【
申
請
期
限
】

　

平
成
31

年
3
月
15

日
（
金
）

【
申
請
の
際
に
持
参
す
る
も
の
】

・
医
療
機
関
な
ど
が
発
行
し
た
領

　

収
書
ま
た
は
接
種
済
証

・
氏
名
や
生
年
月
日
を
確
認
で
き

　

る
も
の
（
健
康
保
険
証
な
ど
）

・
印
鑑
（
シ
ャ
チ
ハ
タ
印
以
外
）

・
銀
行
等
へ
の
口
座
振
込
を
希
望

　

さ
れ
る
場
合
に
は
、
口
座
番
号

　

を
確
認
で
き
る
も
の
（
通
帳
な

　

ど
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

10月5日 11月上旬
接種月齢 6ヵ月～

【6ヵ月～13歳未満の接種は10月17日
 より開始します】

八雲総合病院

予約開始日 接種開始日 備　　考医療機関名

魚住金婚湯医院 10月中旬 10月中旬 接種月齢 6ヵ月～

まきた循環器内科
クリニック

11月上旬

予約不要

11月上旬 接種年齢 3歳以上

八雲ユーラップ
医院

11月上旬 接種年齢 3歳以上
【予約の必要はありません】

接種年齢 1歳以上
【年齢により接種日が異なります】

熊石国民
健康保険病院

10月9日

（0137）
63－2185

電話番号

（0137）
67－2311

（0137）
62－4711

（0137）
62－2878

（01398）
2－3555

10月23日

高
齢
者
等
に
対
す
る

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

費
用
助
成
事
業
の
お
知
ら
せ

〈
広
告
〉

〈
広
告
〉

タイヤ販売・交換、バランス調整、パンク修理

【営業時間】8：30～１7：30

【定 休 日】日曜・祝祭日

　八雲町末広町63 TEL.0137－62－2508

有限会社 中村タイヤ

創業70余年

クレジットカード

使えます！

　上下水道料金、学校給食費、保育料および町
営住宅家賃といった町に支払うべき料金などを
滞納した場合は、督促状や催告書により滞納を
解消してもらうよう収納対策を進めてきましたが、
自主的に納付しなかったり、納付誓約を守らない
滞納者が少なからずいます。
　町では、財源の確保・公平性
の確保の観点から、滞納者に対
しては、給与等の財産差し押さ
えや、町営住宅明渡し請求、給
水停止などを強く進めています。
　催告書などが届く前に、速や
かに各担当課までご相談いただ
き、滞納の解消に努めてください。

滞納処分などを

強化しています

【問い合わせ先】

収納対策室収納推進係　☎0137－62－2114

対

。

。
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「
言
葉
が
遅
い
、
落
ち
着
き
が
な

く
言
う
こ
と
を
き
か
な
い
。
」

「
子
ど
も
と
ど
う
接
し
て
い
い
か

わ
か
ら
な
い
。
」
な
ど
、
子
育
て

で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

　

『
い
た
ず
ら
っ
子
の
会
』
で
は
、

お
し
ま
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
か
ら

言
葉
や
発
達
の
専
門
の
先
生
を
お

呼
び
し
て
、
日
頃
気
に
な
っ
て
い

る
こ
と
の
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】

　

11
月
9
日
（
金
）　

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時
30
分

（
1
組
1
時
間
程
度
）

【
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
申
込
期
限
】
10
月
31
日
（
水
）

【
申
し
込
・
問
い
合
わ
せ
】

・
子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　

  

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
4
6
2
2

・
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

いたずらっ子の会
～子育てで悩んで　　

　　　　いませんか？～

　北海道内で事業を営む使用者およびその事業場で働くすべての

労働者（臨時、パートタイマー、アルバイトなどを含む）に適用され

る北海道最低賃金が次のとおり改定されました。

【効力発生年月日】平成30年10月1日

○最低賃金には、精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に支払

われる賃金および時間外当割増賃金は算入されません。

○最低賃金額以上の賃金を支払わない場合は、最低賃金法違反

として処罰されることがあります。

○特定の産業（「処理牛乳・乳飲料、乳製品、糖類製造業」、「鉄

鋼業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報

通信機械器具製造業」、「船舶製造・修理業、船体ブロック製

造業」）で働く者には特定（産業別）最低賃金が適応されます。

【問い合わせ先】厚生労働省　北海道労働局

　　　　　　　　労働基準監督署（支署）☎0138－87－7605

北海道最低賃金
（時間額） 835円

必ずチェック 最低賃金Y使用者も、労働者も

　もの忘れや障がいの有無、年齢・性別を問わ

ず、どなたでも来店できる地域のカフェです。

お友達同士はもちろん、介護や子育てをしてい

る方同士で交流する場としてもご利用いただけ

ます。お子さまやお孫さんも一緒に、お気軽に

お立ち寄りください。

【日程】10月10日（水）・11月7日（水）

※毎月第2水曜日（祝祭日・会場使用不可の際は

　第1水曜日）

【時間】午後1時30分～3時

【場所】はぴあ八雲　１階研修室

【内容】ミニレクリエーション、交流茶話会

　　　　手芸作品などの展示

おもいやりカフェを
開店します

【問い合わせ先】保健福祉課包括支援係（シルバープラザ内）　☎0137－65－5001

　地域のいいところや、あったらいいなと思う

ことについて気軽に話し合う場として、「まち

づくりカフェ」を開催します。年をとっても住

み続けられるまちを、みんなでイメージしませ

んか？ご都合の良い日程でお越しください。

【日時】10月15日（月）午後1時30分～3時

【日時】11月19日（月）午後6時30分～8時

【場所】ら・ふも　本町219（きりんさん隣）

※飲食自由（飲み物の販売あり）

まちづくりカフェを
開催します

■昼の部

■夜の部

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
市
町
村
の

明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　

 　

（
公
財
）
北
海
道
市
町
村
振
興
協
会

10月1日（月）発売Z
1枚300円
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※家賃は、入居者の収入により家賃欄の範囲内の金額で決まります。
※浴室欄に「風呂場」とある場合は、浴槽、風呂釜等は入居者が用意する住宅もあります。
□詳しくは、建設課管理係または熊石総合支所地域振興課までお問い合わせください。
□申し込みは、八雲地域、熊石地域ともに10月15日（月）までに、町営住宅入居用の所得証明書および住民票を添付し、
　町営住宅入居申込書および個人情報の収集に関する同意書を提出してください。

【熊石地域】 公営住宅の空き部屋を支障のない限り「みなし特定公共賃貸住宅（収入要件などを特定公共賃貸住宅まで拡大した住宅）」として入居が可能です。

【八雲地域】

町営住宅入居者募集

入札（見積合わせ）結果（8月16日～9月15日）1，000，000円以上 単位：（円）

請負業者名 予定価格 契約金額 工　期工　事　名（委託業務名）

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 家　　賃 浴　室

団　　地　　名 建築年度 募集戸数 構造・間取・面積 浴　室家　　賃

15,700円

12,600円

13,200円

21,700円

23,400円

18,800円

19,600円

32,400円

～

～

～

S58

S53

S54

H12

1

1

1

1

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

１棟4戸重ね建（2F） 3DK 66.68G

１棟6戸2階建 3DK 63.86G

１棟6戸2階建 3DK 65.79G

１棟10戸重ね建（2F） 2LDK 104.84G

出雲町A団地（出雲町60－6）

野田生団地（野田生463－1）

野田生団地（野田生463－1）

落部団地（落部839－2）

H12

H12

H14

H15

S56

S60

H7

S62

S57

S58

H4

H13

1

2

1

1

1

1

1

1

2

1

1

2

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

ユニットバス

風呂場

風呂場

ユニットバス

風呂場

風呂場

風呂場

ユニットバス

ユニットバス

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 2LＤＫ 61.24G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 71.14G

１棟8戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 69.86G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 2LＤＫ 59.31G

１棟4戸重ね建（2Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟4戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 79.79G

１棟6戸重ね建（1Ｆ） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（2F） 3LＤＫ 62.19G

１棟6戸重ね建（1F） 3LＤＫ 62.19G

１棟１０戸重ね建（2F） 3LDK 71.74G

１棟8戸重ね建（1Ｆ） 1LＤＫ 49.30G

16,900円

19,600円

19,200円

16,400円

14,500円

15,400円

18,800円

14,900円

14,200円

14,400円

20,300円

45,500円

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

～

44,800円

52,100円

50,900円

43,400円

30,800円

33,400円

51,200円

34,900円

32,000円

33,100円

43,300円

70,900円

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町52）

折戸団地（熊石折戸町99－1）

折戸団地（熊石折戸町95－1）

相沼団地（熊石相沼町387）

相沼団地（熊石相沼町29－3）

泊川団地（熊石泊川町867－3）

平団地（熊石平町177）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

根崎団地（熊石根崎町400－1）

雲石団地（熊石雲石町217）

平特公賃団地（熊石平町324－9）

㈲小澤建設

ツバメ工業㈱

ツバメ工業㈱

㈱シンオシマ

ツバメ工業㈱

㈱角田配管工業所

㈲安藤組

㈱田中組

㈱北星技研

西谷試錐工業㈱

㈲佐藤設備

㈲谷藤

シバタ設備機工

㈲田中建築

㈱森組

㈲日比野板金

㈲八雲工芸社

㈱上杉建設

14,742,000

22,464,000

32,216,400

29,538,000

9,968,400

16,459,200

6,577,200

2,073,600

4,438,800

17,992,800

3,672,000

3,358,800

1,911,600

7,851,600

5,162,400

1,674,000

3,456,000

9,482,400

14,472,000

21,675,600

31,050,000

28,512,000

9,612,000

16,200,000

6,477,084

1,944,000

4,266,000

16,193,520

3,564,000

3,283,200

1,868,400

7,732,800

5,065,200

1,609,200

3,348,000

9,158,400

H31.1.10

11月30日

12月10日

11月30日

12月20日

11月30日

11月9日

10月10日

10月31日

11月30日

10月31日

10月31日

10月31日

12月28日

11月20日

11月15日

11月15日

11月20日

山越地区耐震性貯水槽整備工事

町道山崎富咲線外道路舗装工事（第１工区）

町道山崎富咲線外道路舗装工事（第２工区）

町道山崎富咲線外道路舗装工事（第３工区）

東雲幹線道路舗装工事

熊石小学校トイレ改修工事

教職員住宅浴室改修工事

公共下水道三杉町地区外汚水桝設置工事

落部・野田生地区防水塗装改修工事

落部地区深層地下水さく井工事

東町地区配水管布設替工事（第１工区）

出雲町地区配水管布設替工事

黒岩消火栓新設工事

鉛川観光施設水道設備改修（建築）工事

公共下水道三杉町地区外枝線管渠新設工事（第1工区）

公営住宅屋根葺替工事（折戸団地）

公営住宅外部塗装工事（折戸団地）

熊石泊川地区耐震性貯水槽設置工事

広報 ���  10月号　14



　全国の消費生活センターなどに寄せら

れた架空請求に関する相談件数は、平成

29年度で約20万件（全相談件数の２割以

上）となっており、ここ数年主流ではな

かったハガキという手段が多様していま

す。

　ハガキを受け取った消費者が住所と氏

名を特定されていることに不安を感じた

結果、相談件数が急増したと考えられて

います。

「訴訟最終告知という内容のハガキが届

いたが、覚えがない」、「利用した覚えが

ない架空の請求を受けているが、どうし

たらよいか」という相談が、全国の消費

生活センターへ寄せられています。

　架空請求の請求手段は、ハガキ、ＳＭ

Ｓ（ショートメッセージサービス）などさ

まざまです。

　法的措置をとるなどと記載をしたり、

実在の事業者名をかたって本物と思わせ

たりして、消費者の不安をあおるケース

も見られます。

　ハガキの中には保護シールが貼られて

おり、より信ぴょう性を強くする架空請

求も見られます。

　また、架空請求は消費者の情報を完全

に特定して送られているわけではありません。連絡してしまうと個人情報が知られ、その情報をも

とにさらに金銭を要求される可能性があります。

　未納料金を請求されても心当たりがなければ決して相手に連絡しないようにしましょう。

　訴訟○○センター名を名乗り消費料金の件で訴訟を開始するというハガキ、ＳＭＳなどが届いた

場合は、「消費者ホットライン（局番なし☎188）」を活用し、本当に支払いが必要かどうかを確かめ

ましょう。

【消費者生活相談先】

・消費者ホットライン（お近くの消費生活センターに繋がります）　☎188

・企画振興課協働推進係　☎0137－62－2300

・熊石総合支所産業課　　☎01398－2－3111

それ、詐欺かもしれませんY

　この度、ご通知致しましたのは、貴方が利用されて

いた契約会社ないし、運営会社側から契約不履行によ

る民事訴訟として、訴状が提出されました事をご通知

致します。管理番号（わ）288裁判取り下げ最終期日

を経て訴訟を開始させていただきます。原告側の主帳

は全面受理され、執行官立ち会いの元、給料差し押さ

え及び、動産、不動産物の差し押さえを強制的に履行

させていただきますので裁判所執行官による執行証書

の交付を承諾していただくようお願い致します。

　裁判取り下げなどのご相談に関しましては当局にて

受け賜っておりますので、職員までお問い合わせ下さ

い。

　尚、書面での通達となりますのでプライバシー保護

の為、ご本人様からご連絡いただけますようお願い申

し上げます。

※取り下げ最終期日　平成30年○月○日

法務省管轄支局　国民訴訟通達センター

東京都千代田区霞が関3丁目1番7号

取り下げ等のお問合せ窓口　03-6372－××××

受付時間　9:00～20:00（日、祝日除く）

総合消費料金に関する

訴訟最終告知のお知らせ
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八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
に

基
づ
き
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

事
業
計
画
の
変
更
に
関
し
て
意
見

を
述
べ
た
り
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
に
関
す
る
施
策
の
推
進
に
関

し
、
必
要
な
事
項
や
実
施
状
況
に

つ
い
て
調
査
審
議
を
行
う
会
議
で

す
。

【
日
時
】
10
月
23
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
6
時
30
分
〜

【
場
所
】

　

八
雲
町
役
場
第
1
・
2
会
議
室

【
議
題
】

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
ニ
ー
ズ

調
査
に
係
る
調
査
票
内
容
の
検

討　

他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
生
活
課
児
童
係　

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
1
1
2

八
雲
町
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
を
開
催
し
ま
す

八
雲
町
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
計
画
（
案
）

八
雲
町
町
民
自
治
推
進
委

員
会
を
開
催
し
ま
す

　

八
雲
町
町
民
自
治
推
進
委
員
会

は
、
八
雲
町
自
治
基
本
条
例
に
基

づ
く
審
議
会
で
、
自
治
基
本
条
例

及
び
自
治
に
関
す
る
基
本
的
な
事

項
に
つ
い
て
審
議
し
、
町
長
へ
意

見
を
具
申
す
る
審
議
会
で
す
。

【
日
時
】
10
月
17
日
（
水
）

午
後
6
時
30
分
〜

【
場
所
】
役
場
3
階　

議
員
控
室

【
内
容
】

・
平
成
29
年
度
八
雲
町
自
治
基
本

　

条
例
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

・
そ
の
他

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

企
画
振
興
課
協
働
推
進
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

　

「
子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進

　町民の皆様の声を広く聴き、町民主体の自治を実現することを目的に、

平成22年4月1日に八雲町自治基本条例が制定されました。

　このコーナーでは各種審議会などの委員公募や会議の開催案内、パブリックコメントの実施

についてお知らせします。

　詳しくは、各担当課へ問い合わせていただくか、町のホームページをご覧ください。

八雲町自治基本条例コーナー
八雲町の「まちづくり」に

参加しませんか？

八雲町自治基本
条例第12条の規
定に基づき、
会議を公開で
行います
皆様の傍聴を
お待ちして
います

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
読

書
活
動
が
言
語
理
解
・
感
性
・
表

現
力
・
創
造
力
の
向
上
に
繋
げ
る

重
要
な
基
礎
活
動
で
あ
る
事
に
か

ん
が
み
、
子
ど
も
が
読
書
に
親
し

む
機
会
の
整
備
・
充
実
を
図
り
な

が
ら
、
読
書
活
動
の
推
進
を
通
し

健
や
か
な
成
長
に
資
す
る
事
を
目

的
に
、
基
本
的
な
考
え
や
方
策
を

示
す
計
画
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

【
意
見
提
出
で
き
る
方
】

　

左
記
に
該
当
す
る
方
（
年
齢
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
）

①
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方

②
町
内
に
住
所
を
有
し
て
い
な
く

て
も
、
町
内
の
事
業
所
で
働
い

て
い
る
ま
た
は
学
ん
で
い
る
方

③
町
内
で
活
動
す
る
法
人
、
団
体

【
意
見
の
募
集
期
間
】

　

10
月
1
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

【
資
料
の
入
手
方
法
】

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

　

ロ
ー
ド

　

h
ttp://w

w
w

.tow
n
.yakum

o.lg.jp

・
資
料
「
八
雲
町
子
ど
も
の
読
書

　

活
動
推
進
計
画
（
案
）
」

②
次
の
場
所
へ
備
え
付
け

・
八
雲
町
立
図
書
館

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

【
意
見
提
出
様
式
・
提
出
先
】

・
意
見
提
出
様
式
（W

o
rd

版
）

①
書
面
の
持
参

・
八
雲
町
立
図
書
館

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

・
落
部
支
所

②
書
面
の
郵
送

　

〒
0
4
9
│
3
1
1
3

　

八
雲
町
相
生
町
98
番
地

　

八
雲
町
立
図
書
館  

宛

③
フ
ァ
ッ
ク
ス

　

5

0
1
3
7
│
62
│
2
5
2
8

④
電
子
メ
ー
ル

・lib
rary

@
to

w
n
.y

ak
u
m

o
.lg.jp

【
留
意
事
項
】

 

意
見
の
提
出
に
あ
た
っ
て
は
、

書
面
に
必
ず
、
住
所
、
氏
名
（
法

人
、
そ
の
他
団
体
の
場
合
は
、
名

称
お
よ
び
代
表
者
名
）
、
連
絡
先

電
話
番
号
を
記
載
願
い
ま
す
。
記

載
が
な
い
場
合
は
、
取
り
扱
い
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
電
話
で
の
受

付
は
で
き
ま
せ
ん
。

   

個
人
情
報
は
、
本
件
の
内
部
管

理
の
み
に
使
用
し
ま
す
。
提
出
意

見
お
よ
び
、
検
討
結
果
の
公
表
に

あ
た
っ
て
は
、
個
人
情
報
を
公
表

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
立
図
書
館

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
5
0
7

八雲町自治基本

条例第14条の規

定に基づき、

町民皆さまから

広く意見を

公募します
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企
画
展
「
重
要
文
化
財
コ
タ
ン

温
泉
遺
跡
出
土
品
」
展
を
開
催
し

ま
す
。
重
要
文
化
財
指
定
を
受
け

た
出
土
品
と
そ
れ
以
外
の
出
土
品

を
展
示
し
、
コ
タ
ン
温
泉
遺
跡
の

全
体
像
を
紹
介
し
ま
す
。

【
開
催
期
間
】

　

10

月
13

日
（
土
）
〜

　
　
　
　
　
　

11

月
11

日
（
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30

分

【
開
催
場
所
】

　

八
雲
町
木
彫
り
熊
資
料
館
2
階

　

小
展
示
室

【
入
館
料
】
無
料

　

八
雲
町
文
化
祭
会
場
内
で
、
少

年
文
化
財
教
室
を
実
施
し
ま
す
。

【
開
催
日
時
】
10

月
28

日
（
日
）

午
前
10

時
〜
午
後
3
時

【
開
催
場
所
】
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ

【
実
施
内
容
】

①
ア
イ
ヌ
文
様
の
切
り
絵
体
験

　

切
り
絵
で
ア
イ
ヌ
文
様
作
り
を

　

体
験
し
、
壁
飾
り
な
ど
を
作
り

　

ま
す
。

②
木
の
葉
メ
ー
ル
づ
く
り
体
験

　

木
の
葉
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

　

ハ
ガ
キ
を
作
り
ま
す
。

【
参
加
料
】
無
料

【
対
象
】

　

八
雲
町
文
化
祭
に
来
場
し
た
小
・

　

中
学
生
。

　

熊
石
地
域
町
民
文
化
祭
に
合
わ

せ
て
、「
史
料
よ
り
見
る
歴
史
講

座
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
参
加

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
郷
土
資
料

館
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
11

月
4
日
（
日
）

午
前
10

時
〜
正
午

【
開
催
場
所
】

　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　

く
ま
い
し
館
会
議
室

（
熊
石
雲
石
町
1
3
5
│
2
）

【
講
師
】
幸
村
恒
夫

（
八
雲
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
）

【
実
施
内
容
】

　

江
川
家
所
蔵
「
五
人
組
帳
」
な

ど
の
史
料
を
使
っ
て
、
幕
末
の
熊

石
番
所
が
担
っ
た
役
割
な
ど
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　

11

月
2
日
（
金
）
ま
で
に
、
郷
土

資
料
館
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

【
参
加
料
】
無
料

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
町
郷
土
資
料
館

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
3
1
3
1

　

こ
の
度
の
胆
振
東
部
地
震
に
よ

り
被
害
に
見
舞
わ
れ
た
方
々
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
誠
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
10

月
の
リ
サ
イ
ク
ル
市
は
今

回
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 

緊
急
な
た
め
、
回
収
は
行
い
そ

の
中
で
被
災
地
に
必
要
な
も
の
を

送
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
他
は
同
時

に
必
要
な
方
に
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 

予
定
が
変
更
い
た
し
ま
し
た
こ

と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
被
災
地
と
連
携
を
取
り

な
が
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
も
の
が

あ
れ
ば
随
時
回
収
を
行
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

リ
サ
イ
ク
ル
&
ハ
ン
ド
メ
イ
ド

サ
ー
ク
ルh

a
n
d

 in
 h

a
n
d

　

代
表　

茂
木

　

☎
0
9
0
│
9
5
2
9
│
0
5
8
5

企
画
展

重
要
文
化
財
コ
タ
ン
温
泉

遺
跡
出
土
品
展
開
催

郷
土
資
料
館
事
業
の
お
知
ら
せ

少
年
文
化
財
教
室
開
催

史
料
よ
り
見
る
歴
史
講
座

開
催

　

平
成
30

年
11

月
1
日
現
在
で
、

漁
業
セ
ン
サ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

　

漁
業
セ
ン
サ
ス
は
、
我
が
国
の

漁
業
の
生
産
構
造
、
就
業
構
造
を

明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
漁

村
、
水
産
物
流
通
・
加
工
業
な
ど

の
漁
業
を
と
り
ま
く
実
態
と
変
化

を
総
合
的
に
把
握
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
5
年

ご
と
に
行
う
大
規
模
な
調
査
で
、

漁
業
の
現
状
を
知
り
、
将
来
を
考

え
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

　

10

月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
漁
業

関
係
者
の
お
宅
を
訪
問
し
ま
す
の

で
、
調
査
票
に
漁
業
の
経
営
状
況

な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
の
回
答
も
可

能
で
す
。

　

な
お
、
調
査
票
に
記
入
さ
れ
た

事
項
に
つ
い
て
は
、
統
計
以
外
の

目
的
に
は
使
用
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
企
画
振
興
課
企
画
係

　

☎
0
1
3
7
│
62
│
2
3
0
0

・
熊
石
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

10
月
14
日
開
催
予
定
の

第
5
回
無
料
リ
サ
イ
ク
ル

市
「
回
し
て
回
し
て
モ
〜

1
回
」
中
止
の
お
知
ら
せ

2
0
1
8
年
漁
業
セ
ン
サ

ス
の
実
施
に
つ
い
て

平成30年度

秋味まつりを開催します

　八雲産のホタテや鮭など魚介類や水産加工品を販売します。

鮭を使用したグルメコーナーもあり、秋の味覚を楽しめます。

【日時】10月28日（日）午前9時～正午　※小雨実施

【場所】八雲漁港特設会場

【問い合わせ先】八雲町漁業協同組合　☎0137－62－3101
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　町長と話したい、町長の考えを聞いてみたいと思っ
ている町民の方との懇談会を開催しています。
◆人数　５名以上（団体、個人は問いません）
◆懇談時間　概ね１時間程度
◎希望の開催日時と会場を事前にお知らせください（こ
ちらから伺います）。随時受け付けしています。
※日程は町長の公務日程と調整させていただきます。
◆申込先
　企画振興課協働推進係　　　　☎0137－62－2300
　地域振興課まちづくり推進係　☎01398－2－3111

町長との懇談会 OK
��
��

�
�
�
�
��
�

　

今
年
は
収
穫
祭
の
要
素
を
追
加

す
る
た
め
に
、
野
菜
の
直
売
、
芋

の
詰
め
放
題
、
堆
肥
プ
レ
ゼ
ン
ト

な
ど
を
追
加
し
ま
す
。

　

秋
に
と
れ
る
美
味
し
い
野
菜
類

を
直
売
し
ま
す
！
今
年
は
子
供
だ

け
で
な
く
大
人
も
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足

を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
21
日
（
日
）

午
前
11
時
〜
午
後
4
時

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
内
容
】
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
収
穫
祭

　

（
野
菜
な
ど
の
販
売
）
、
お
化
け

屋
敷
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、
ハ

ロ

ウ

ィ

ン

物

作

り

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
、
飲
食
販
売
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
開
催
（
ト
リ
ッ
ク
or

ト
リ
ー
ト
、
仮
装
コ
ン
テ
ス

ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
重
量
当
て
、

リ
ン
ゴ
食
い
競
争
な
ど
）
、
ラ

イ
ブ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
衣
装

レ
ン
タ
ル

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

八
雲
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク

　

ト
実
行
委
員
会
事
務
局　

赤
井

　

☎
0
9
0
│
6
8
7
8
│
4
0
7
4

　

障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
、
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

方
は
ど
ん
な
地
域
に
も
い
ま
す
。

そ
の
方
た
ち
が
自
分
ら
し
く
成
長

し
、
自
分
ら
し
く
心
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
に
は
、
地
域
の
理
解

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
「
精
神
障
が
い
者
の
地

域
生
活
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
、
講

演
と
実
践
報
告
を
行
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
11
月
8
日
（
木
）　

午
後
6
時
〜
8
時

【
場
所
】
は
ぴ
あ
八
雲

※
熊
石
地
域
か
ら
参
加
さ
れ
る
方

　

は
送
迎
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

下
記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
演
題
】

「
精
神
障
が
い
の
理
解
を
深
め
る

　

た
め
に　

〜
私
た
ち
に
で
き
る

　

こ
と
〜
」

【
講
師
】
鈴
木　

崇
宏　

氏

（
函
館
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

　

所
長　

精
神
保
健
福
祉
士
）

【
実
践
報
告
】

　

道
南
地
域
で
活
動
し
て
い
る
ピ

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

　

ア
サ
ポ
ー
タ
ー

※
具
体
的
な
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の

　

活
動
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ

　

き
ま
す
。

【
主
催
】
八
雲
町

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

・
保
健
福
祉
課
障
が
い
者
福
祉
係

（
シ
ル
バ
ー
プ
ラ
ザ
内
）

　

☎
0
1
3
7
│
64
│
2
1
1
1

・
熊
石
総
合
支
所
住
民
サ
ー
ビ
ス
課

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
1
1
1

　

パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク
で
は
、
昨
年

に
引
き
続
き
「
パ
ノ
ラ
マ
ハ
ロ

ウ
ィ
ン
祭
」
を
開
催
し
ま
す
！

　

お
祭
り
の
合
言
葉
は
…
「
ト
リ
ッ

ク
・
オ
ア
・
ト
リ
ー
ト
！
」
。

　

一
日
だ
け
の
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
仮
装

を
し
て
、
合
言
葉
プ
レ
ゼ
ン
ト
や

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
に
参
加

し
ま
し
ょ
う
。

　

詳
し
く
は
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
20
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
〜

※
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
は
午
後

　

3
時
か
ら
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

【
内
容
】

・
合
言
葉
お
菓
子
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
小
学
生
ま
で
）

※
景
品
が
な
く
な
り
次
第
終
了

・
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
（
年
齢

制
限
な
し
、
先
着
順
限
定
70
組
）

※
1
組
2
名
以
上
の
参
加
が
必
要

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ
パ
ー
ク

　

☎
0
1
3
7
│
65
│
6
0
3
0

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://
p
a
n
o
ra

m
a
.

　

to
w

n
.y

a
k
u
m

o
.

　

h
o
k
k
a
id

o
.jp

/

�
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�
�
�
�
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�
�
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�
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�
�

〜
�
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�
�
�
�
�
�
�
�
〜

�
�
�
�
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�
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【問い合わせ先】

農林課農業振興係　☎0137－62－2203

【問い合わせ先】

農業委員会事務局　☎0137－62－2203

お
知
ら
せ

○
近
田　

勇
作　

様

（
八
雲
町
富
士
見
町
）

3
0
，
0
0
0
円

○
八
雲
総
合
病
院

　

10
月
21
日
、
28
日

　

11
月
3
日
、
4
日
、
18
日

　

1

0
1
3
7
│
63
│
2
1
8
5

○
魚
住
金
婚
湯
医
院

　

10
月
14
日

　

1

0
1
3
7
│
67
│
2
3
1
1

○
ま
き
た
循
環
器
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

　

11
月
11
日

　

1

0
1
3
7
│
62
│
4
7
1
1

INFORMATION

情報
くらしの

町
の
花

ひ
ま
わ
り

町
へ
の
寄
附

日
曜
・
休
日
当
番
医

◇こんな事故に注意

　１．農業機械での作業による事故

　→トラクターの転倒

　→農機具の回転部への巻き込まれ事故など

　２．施設での作業による事故

　→高所からの転落など

　３．公道での事故など

◇万が一の時のために…

・作業しないときは機械のエンジンをOFFに！

・低速車マークや反射テープ等の装着をしま

しょう！

・労働者災害補償保険（労災保険）に加入を！

・周囲の安全の確認

★「M・M・H（マナー・マーク・保険）」

　運動に取り組みましょう★

　国民年金の第1号被保険者（保険料納付免除者

を除く）で、年間60日以上農業に従事している

20歳以上60歳未満の方は誰でも加入できます。

【積立方式の年金】

　将来の年金給付までに原資を自ら積み立てる

安定した年金制度で、運用利回りの状況などで

保険料が引き上げられることもありません。

【保険料の額は自由に決められます】

　保険料は加入者自らが月額2万円～6万7千円

までの間で、1千円単位で自由に選択すること

ができ、経営の状況や老後設計に応じて、いつ

でも見直す事ができます。

【税制面で大きな優遇措置があります】

　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の

対象となり、所得税・住民税の控除が受けられ

ます。

　将来受け取る農業者年金には、公的年金等控

除が適用されます。

農家の皆さんへ お知らせです

農作業事故に注意しましょうY 農業者年金に加入しませんか？

【
日
時
】

　

10
月
12
日
（
金
）
、
26
日
（
金
）

　

午
後
1
時
〜
4
時
（
相
談
30
分
）

　

午
後
3
時
ま
で
に
新
た
な
受
付

が
な
い
場
合
は
終
了
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

※
予
約
制
・
先
着
順

【
会
場
】
は
ぴ
あ
八
雲

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

函
館
弁
護
士
会

　

☎
0
1
3
8
│
41

│
0
2
3
2

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

 
 
 
 

無
料
法
律
相
談

相　
　

談
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〈
広
告
〉

　

北
海
道
労
働
委
員
会
で
は
、
退

職
の
強
要
や
賃
金
の
引
き
下
げ
、

各
種
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、
労
働

者
個
人
と
使
用
者
の
間
で
発
生
し

た
労
働
問
題
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

に
つ
い
て
、
そ
の
解
決
を
支
援
す

る
「
個
別
的
労
使
紛
争
の
あ
っ
せ

ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

労
働
問
題
に
つ
い
て
専
門
知
識

や
経
験
を
持
つ
、
弁
護
士
や
大
学

教
授
な
ど
の
公
益
委
員
、
労
働
組

合
役
員
な
ど
の
労
働
者
委
員
、
企

業
の
経
営
者
な
ど
の
使
用
者
委
員

が
3
人
1
組
で
あ
っ
せ
ん
員
と
な

り
、
労
働
者
側
と
使
用
者
側
の
両

者
か
ら
事
情
を
聴
き
、
問
題
点
に

応
じ
た
助
言
な
ど
を
行
っ
て
双
方

の
歩
み
寄
り
に
よ
る
解
決
を
目
指

し
ま
す
。

　

申
請
は
簡
単
・
無
料
で
、
秘
密

厳
守
の
上
、
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

　

札
幌
近
郊
以
外
の
方
に
は
、
現

地
に
出
向
い
て
申
請
受
付
や
あ
っ

せ
ん
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
先
】

・
一
般
の
労
働
相
談
は
北
海
道
の

「
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル　

　

☎
0
1
2
0
│
81
│
6
1
0
5

　

月
〜
金
曜
日

午
後
5
時
〜
8
時

　

土
曜
日　
　

午
後
1
時
〜
4
時

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

※
社
会
保
険
労
務
士
が
対
応
し
ま

　

す
・
「
あ
っ
せ
ん
」
窓
口

（
相
談
・
申
請
）

※
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
事
前
に
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

北
海
道
労
働
委
員
会
事
務
局

調
整
課

　

☎
0
1
1
│
2
0
4
│
5
6
6
7

（
直
通
）

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
8
時
45
分
〜午

後
5
時
30
分

（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

　

住
所

　

札
幌
市
中
央
区
北
3
条
西
7
丁

　

目　

北
海
道
庁
別
館
10
階

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

　

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.h
o
k
k
a
id
o
.

　

lg
.jp
/rd
/sm
s/

労
働
者
個
人
と
使
用
者
間

の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
支
援

し
ま
す

〜
個
別
的
労
使
紛
争
の

　
　
　
　
　

あ
っ
せ
ん
〜

10
月
は
「
年
次
有
給
休
暇

取
得
促
進
週
間
」
で
す

事
業
主
（
使
用
者
）
の
皆
さ
ま
へ

　

来
年
度
の
業
務
計
画
な
ど
の
作

成
に
あ
た
り
、
従
業
員
の
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
を
十
分
に
考
慮
す

る
と
と
も
に
、
年
次
有
給
休
暇
の

計
画
的
付
与
制
度
の
導
入
を
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
基
準
法
が
改
正
さ
れ
、
平

成
31
年
4
月
よ
り
、
使
用
者
は
10

日
以
上
の
年
次
有
給
休
暇
が
付

与
さ
れ
る
全
て
の
労
働
者
に
対

し
、
毎
年
5
日
、
時
季
を
指
定
し

て
有
給
休
暇
を
与
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
な
お
、
こ
の
時
季
指
定

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
5
日

間
に
つ
い
て
、
計
画
的
付
与
制
度

を
は
じ
め
、
労
働
者
が
取
得
し
た

年
次
有
給
休
暇
の
日
数
分
は
時
季

指
定
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　

年
次
有
給
休
暇
の
計
画
的
付
与

制
度
の
導
入
を
検
討
し
ま
し
ょ

う
。

年
次
有
給
休
暇
の
「
計
画
的

付
与
制
度
」
と
は
？

　

年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
の

う
ち
、
5
日
を
除
い
た
残
り
の
日

数
に
つ
い
て
は
、
労
使
協
定
を
結

べ
ば
、
計
画
的
に
休
暇
取
得
日
を

割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で

す
。

【
導
入
の
メ
リ
ッ
ト
】

・
事
業
主　

　

労
務
管
理
が
し
や
す
く
計
画
的

　

な
業
務
運
営
が
で
き
ま
す
。

・
従
業
員　

　

た
め
ら
い
を
感
じ
ず
に
、
年
次

　

有
給
休
暇
を
取
得
で
き
ま
す
。

働
き
方
・
休
み
方
を
変
え
る

第
一
歩
と
し
て
、「
プ
ラ
ス
ワ

ン
休
暇
」
を
実
施
し
ま
せ
ん

か
？

　

土
日
・
祝
日
に
年
次
有
給
休
暇

を
組
み
合
わ
せ
て
、
連
休
を
実
現

す
る
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」
。

　

年
次
有
給
休
暇
を
組
み
合
わ
せ

て
、
3
日
（
2
日
）
＋
1
日
以
上
の

休
暇
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

厚
生
労
働
省
北
海
道
労
働
局

　

雇
用
環
境
・
均
等
部
指
導
課

　

☎
0
1
1
│
7
0
9
│
2
7
1
5

〈
広
告
〉
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行
政
相
談
委
員
が
、
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
行
政
に
対
す
る
苦
情

や
意
見
、
要
望
な
ど
を
お
聴
き
し

て
い
ま
す
。

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
な

ど
が
行
っ
て
い
る
仕
事
に
つ
い

て
、
困
っ
て
い
る
こ
と
、
納
得
で

き
な
い
こ
と
、
こ
う
し
て
ほ
し
い

な
ど
の
意
見
を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

　

れ
ま
す
。

※
総
務
省
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

「
き
く
み
み
函
館
」
で
も
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

「
行
政
苦
情
1
1
0
番
」

　

☎
0
5
7
0
│
0
9
0
1
1
0

1
、
八
雲
地
域
行
政
相
談
委
員

　

青
沼　

千
鶴　

氏

　

（
や
ま
び
こ
事
務
所　

本
町
87

）

　

☎
0
1
3
7
│
63

│
2
9
1
7

・
特
設
行
政
相
談
所

　

「
行
政
な
ん
で
も
相
談
会
」

【
日
時
】
10

月
15

日
（
月
）
〜

19

日
（
金
）

　

午
前
10

時
〜
午
後
6
時

【
場
所
】
司
法
書
士
・
行
政
書
士

　
　
　
　
　
　

や
ま
び
こ
事
務
所

※
事
前
予
約
制

2
、
熊
石
地
域
行
政
相
談
委
員

　

松
田　

紀
嗣　

氏
（
熊
石
雲
石
町
）

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
2
6
1
2

・
特
設
行
政
相
談
所

【
日
程
】
10

月
15

日
（
月
）　

【
時
間
・
場
所
】

・
午
前
9
時
30

分
〜
11

時
30

分

　

ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

く
ま
い
し
館

・
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

　

熊
石
総
合
セ
ン
タ
ー

　

砂
川
市
に
あ
る
「
国
立
北
海
道

障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
」
に
は
、

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
、
建
築
デ
ザ
イ

ン
科
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計
科
、
Ｃ

Ａ
Ｄ
機
械
科
、
総
合
実
務
科
が
あ

り
、
こ
れ
ら
の
平
成
31

年
4
月
か

ら
の
入
校
生
の
募
集
を
し
て
い
ま

す
。
応
募
条
件
・
選
考
方
法
・
入

校
経
費
・
在
校
中
の
特
典
・
寄
宿

舎
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、
開
発

校
ま
た
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　

11

月
1
日
（
木
）
〜
20

日
（
火
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

　

開
発
校

　

〒
0
7
3
│
0
1
1
5

　

砂
川
市
焼
山
60
番
地

　

☎
0
1
2
5
│
52
│
2
7
7
4

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
実
施

　

『
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に

ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
』
を
統
一

標
語
に
、
全
道
秋
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
予
防
運
動
期
間
】

　

10

月
15

日
（
月
）
〜
31

日
（
水
）

【
防
災
無
線
に
よ
る
広
報
（
熊
石

　

地
域
）
】

　

10

月
15

日
（
月
）
、
23

日
（
火
）
、

　

31

日
（
水
）に
広
報
を
行
い
ま
す
。

○
町
内
会
、
地
域
で
防
火
懇
談
会

　

や
消
火
訓
練
を
希
望
さ
れ
る
場

　

合
は
、
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

・
八
雲
消
防
署
予
防
第
1
・
2
係

　

☎
0
1
3
7
│
63
│
2
6
8
6

・
熊
石
消
防
署　

　

☎
0
1
3
9
8
│
2
│
3
3
9
3

　
月
　
日
〜
　
日

行
政
相
談
週
間
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

消
防
本
部
か
ら
の

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

10

15

21

国
立
北
海
道
障
害
者

職
業
能
力
開
発
校

平
成
　
年
度
入
校
生
の
募

集
に
つ
い
て

31

Ｂ
型
肝
炎
訴
訟

八
雲
町
説
明
会

を
開
催
し
ま
す

　

子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
に

は
、
家
族
の
あ
た
た
か
い
愛
情
が

必
要
で
す
。

　

し
か
し
、
親
の
病
気
や
離
婚
あ

る
い
は
不
適
切
な
養
育
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
家
庭
で
生

活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い
ま

す
。

　

「
里
親
制
度
」
と
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
庭
に
あ

た
た
か
く
迎
え
入
れ
、
豊
か
な
愛

情
と
理
解
に
よ
り
子
ど
も
を
養
育

す
る
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
い
た

制
度
で
す
。

　

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
養
育
に

対
し
て
熱
意
が
あ
り
、
明
る
い
家

庭
を
お
持
ち
の
方
（
原
則
と
し
て

ご
夫
婦
）
、
里
親
に
な
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

里
親
に
な
っ
て
み
た
い
、
も
っ

と
詳
し
い
こ
と
を
聞
い
て
み
た
い

と
お
考
え
で
し
た
ら
、
児
童
相
談

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

北
海
道
函
館
児
童
相
談
所

（
北
海
道
渡
島
総
合
振
興
局
保
健

　

環
境
部
児
童
相
談
室
）

　

☎
0
1
3
8
│
54
│
4
1
5
2

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
北
海
道
弁

護
団
は
、
B
型
肝
炎
訴
訟
に
よ
る

給
付
金
に
つ
い
て
知
り
た
い
方

や
、
新
た
に
給
付
金
請
求
の
た
め

の
訴
訟
に
参
加
を
考
え
て
い
る

方
、
そ
の
ご
家
族
な
ど
を
対
象
と

し
て
、
八
雲
町
で
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

【
日
時
】
10

月
20

日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30

分
〜

【
場
所
】

　

八
雲
町
公
民
館　

　
　
　
　
　
　

2
階
第
1
集
会
室

【
参
加
料
】
無
料

・
ご
参
加
を
希
望
の
方
は
、
事
前

　

の
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
直

　

接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
当
日
は
、
弁
護
団
の
弁
護
士
２

　

名
に
よ
り
給
付
金
請
求
の
一
般

　

的
な
説
明
を
行
っ
た
上
で
、
皆

　

さ
ま
の
状
況
に
あ
わ
せ
た
個
別

　

の
説
明
を
す
る
こ
と
を
予
定
し

　

て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

全
国
B
型
肝
炎
訴
訟

北
海
道
弁
護
団
事
務
局

　

☎
0
1
1
│
2
3
1
│
1
9
4
1

10
月
は

『
里
親
を
求
め
る

  

運
動
』

月
間
で
す
Y

広報 ���  10月号　24



　

平
成
30
年
9
月
6
日
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心

よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
北
海
道
の
一
日
も
早
い
復
興
を
願
い
、
私
も
微
力
な
が
ら
お
力

添
え
を
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
生
活
用
品
の
調
達
、
救
援
の
た
め
の
費
用

　

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
は
1
7
9
の
市
町
村
（
9
月
6
日
現
在
）
に
災
害
救
助
法
施

行
令
第
1
条
第
1
項
第
4
号
の
適
用
が
決
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、「
収
容
施
設
（
応
急

仮
設
住
宅
を
含
む
。
）
の
供
与
」
、
「
炊
き
出
し
そ
の
他
に
よ
る
食
品
の
給
与
お
よ
び
飲
料
水
の
供

給
」
、
「
被
服
、
寝
具
、
そ
の
他
生
活
必
需
品
の
給
与
ま
た
は
貸
与
」
、
「
災
害
に
よ
っ
て
住
居
ま

た
は
そ
の
周
辺
に
運
ば
れ
た
土
石
、
竹
木
な
ど
で
、
日
常
生
活
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
し
て
い

る
も
の
の
除
去
」
、
「
災
害
に
か
か
っ
た
住
宅
の
応
急
修
理
」
、
「
生
業
に
必
要
な
資
金
、
器
具
ま

た
は
資
料
の
給
与
ま
た
は
貸
与
」、「
学
用
品
の
給
与
」
な
ど
の
国
の
支
援
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
住
宅
の
被
害
認
定
と
罹
災
証
明
書
の
発
行

　

自
然
災
害
に
よ
り
住
宅
に
発
生
し
た
被
害
を
、
自
治
体
に
認
定
し
て
も
ら
い
、
そ
の
証
明
書
を

発
行
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
罹
災
証
明
書
を
発
行
し
て
も
ら
う
と
、
税
金
、
国
民
健

康
保
険
料
の
減
免
や
被
災
者
生
活
再
建
支
援
金
の
給
付
な
ど
の
公
的
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ま
た
罹
災
証
明
書
が
あ
れ
ば
加
入
し
て
い
る
保
険
の
保
険
金
申
請
に
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。保
険
の
適
用
に
つ
い
て
争
い
が
生
じ
た
場
合
に
は
弁
護
士
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
自
然
災
害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

　

自
然
災
害
に
よ
り
住
宅
ロ
ー
ン
や
債
務
の
支
払
い
が
難
し
く
な
っ
た
場
合
、
災
害
救
助
法
の
適

用
さ
れ
る
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
に
つ
い
て
は
、
倒
産
処
理
手
続
な
ど
と
は
異
な
る
「
自
然
災

害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
当
事
務
所
で
は
、
各
種
法
律
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
資
力
要
件
を
満
た
す
方
は
、

3
回
ま
で
無
料
の
法
律
相
談
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、お
気
軽
に
ぜ
ひ「
法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
☎
0
5
0
―
3
3
8
3
―
8
3
6
6
）
」

ま
で
相
談
予
約
の
お
電
話
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
法
テ
ラ
ス
江
差
法
律
事
務
所
（
☎

0
5
0
―
3
3
8
3
―
5
5
6
3
）
」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ
て
い
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

法
テ
ラ
ス
八
雲
通
信
vol.

76

平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

八雲警察署からお知らせ

【問い合わせ先】函館方面八雲警察署　 10137－64－2110（内線211）

「全国地域安全運動」が実施されます

○運動期間　10月11日（木）～20日（土）までの10日間

○重点運動　ア　子供と女性の犯罪被害防止　イ　特殊詐欺の被害防止

10月11日は「安全安心なまちづくりの日」です

○全国地域安全運動期間中は、各地でさまざまな取り組みが行われますので、道民の皆さまの積極的

な参加をお願いします。

※子供と女性の犯罪被害防止のポイント

○防犯標語「いかのおすし」を使った繰り返しの防犯指導や、登下校時の見守り活動を行いましょう。

○夜間に帰宅する時は、一人歩きは避け、人通りが多く明るい道を歩くようにしましょう。

○イヤホンで音楽を聴きながら、スマートフォンを操作しながらの「ながら歩き」はやめましょう。

○防犯ブザーなどの防犯グッズを携帯するようにしましょう。

法
テ
ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所　

弁
護
士　

坪
井　

清
隆

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

安全安心なまちづくりの日および全国地域安全運動の実施
～みんなで築こう、安全で安心な大地～
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みんなの年金ガイド
今月の年金相談

10月18日（木）

10:30～12:00

13:00～15:30

扶養親族等申告書の
提出について

知っ
て

おき
たい

年金相談は完全予約制です。ご希望の方は、住民生活課社会係までご連絡願います。

○所得税の課税対象となる方に順次発送されています
　老齢年金には、『雑所得』として所得税および復興特別所得税がかかります。

所得税の課税対象となる方が各種控除を受けるためには、「扶養親族等申告書」を提出する必要があ

ります。（障害年金、遺族年金には税金はかかりません。）

○どのような人に送られているの？
「扶養親族等申告書」は、以下の①と②の両方に該当する方に送付されます。

①老齢または退職を支給事由とする年金を受けている方

②受け取っている年金額が65歳未満で108万円以上、65歳以上で158万円以上ある方

※退職共済年金の受給者であって、老齢基礎年金が支給されている方の場合は、退職共済年金の年金

　額が80万円以上ある方

○提出しないとどうなるの？
　年金にかかる所得税額および復興特別所得税額の計算は、課税対象となる方が提出された「扶養親

族等申告書」をもとに行われています。

　「扶養親族等申告書」を提出されない場合は、各種控除が受けられないだけでなく、源泉徴収税率

も異なります。

　昨年から変更がない・扶養親族がいない・期限を過ぎてしまった、という方も必ずご提出ください。

○いつ発送されるの？
　対象となる方へ平成30年9月中旬より順次発送されています。

○「扶養親族等申告書」が届いたらどうすればいいの？
　「扶養親族等申告書」に書き方を説明した手引きが同封されますの

で、よく読みご記入ください。書き方が不明な場合、八雲町役場・落

部支所・熊石総合支所・相沼泊川出張所でもご案内しています。

◆問い合わせ先　　請求手続きや届け出など　ねんきんダイヤル 10570－05－1165

　　函館年金事務所　・加入手続きや納入相談など（国民年金課）

　　　　　　　　　　・障害年金の請求手続きなど（お客様相談室）

　　役場窓口　　　　　住民生活課社会係（窓口５番） 10137－62－2112（内線245）

　　　　　　　　　　　熊石総合支所住民サービス課 101398－2－3111

番号のかけ間違いにご注意ください

詳しくは、お近くの「年金事務所」へおたずねください

10138－82－8002
※アナウンスに従いおかけください。

第1・第2会議室

完全予約制
10月11日（木）までにお申し込みください。

次回は11月15日（木）です。
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